
はじめに

甲南大学より在外研究の機会をえて筆者は, 2018年

９月より１年間, 米国のイリノイ大学 Urbana-

Champaign 校に客員研究員として在籍した｡ それま

で, 社会運動にルーツをもつ地域に根ざした小さなメ

ディアをめぐる活動について, 英国, London と, 米

国, イリノイ州, Urbana-Champaign (U-C)1) において,

住民組織に焦点をあてた調査研究を行ってきた｡ 現地

調査と並行して, U-Cのコミュニティラジオ局におけ

る日本語番組制作や, Zine (個人やグループによる自

主制作冊子) 発行などの活動に携わっている｡ また,

甲南大学文学部社会学科において, ｢伝える｣ という

行為をとおして ｢社会と関わる｣ 意識を育てるメディ

ア実践の授業作りに取り組んできた｡

在外研究中, 様々な分野, 立場の人々と議論をする

機会をえた｡ 興味深いことに, イリノイ大学では, 異

なる専門分野の授業に, Zine-Making がアクティブ・

ラーニングの方法として取り入れられ, 図書館におい

ても関連するイベントが開催され, Zine と教育に関

する領域横断的な研究会が行われていた｡ Zine (ジン)

とは, 自主的に発行・頒布する印刷物である｡ 紙の大

きさも形も部数も, 配布・販売の方法も, 制作者に任

されている｡ メインストリームと一線を画したオルタ

ナティブ・メディアとして展開してきた Zine が, 大

学や高校, 図書館などの, 高等・公共教育機関におい

て, なぜ, 今, どのように注目されているのか｡ 本論

文では, イリノイ大学での在外研究と U-Cでの現地

調査にもとづいて考察する｡

１においては, 西川のメディア実践と, これを応用

した教育実践の方法を説明する｡ ２では, 2018年９月

から１年間に筆者が関わった, イリノイ大学の図書館

や複数の学部における Zine を取り入れた授業や関連

する活動を紹介する｡ ３では, イリノイ大学図書館の

アウトリーチ担当者へのインタビューを紹介して, 図

書館が扱う情報として, また図書館と地域, 住民との

関係のなかで, Zine がどのように注目されているの

かをとらえる｡ ４では, 大学の異なる専門分野の研究

者が, なぜ, どのように Zine に関心をもち, Zine-

Making を授業に取り入れているのかを考察する｡ 草

の根メディアをめぐる活動は, 誰もがパーソナルに表

現し, 発信し, マイノリティを含む多様な立場にある

人が社会と関わる機会を生みだしてきた｡ その方法が,

大学や高等教育機関において, 他者／環境との関係の

なかで自己を見つめ, 主体的に社会に関与するアクティ

ブ・ラーニングの方法として注目されているのではな

いか｡ 本論文が, 草の根メディアの取り組みと現代の

教育・研究の現場とをつなぐ試みとなればと考えてい

る｡

１ 米英国での現地調査とメディア実践を
応用した授業作り

筆者は, かつて, 2010年９月から１年間, Urbana-

Champaignに滞在し, 住民によるメディア活動につい

ての実地調査を始め, ｢多様な背景をもつ住民たちが,

どのようにメディアを利用して表現・発信し, 他者

同士が集う 『場』 を作りだし, 人と人との 『関係』

を生みだしているのか｣ という問題を現場での実践を

とおして探ってきた (西川 2012, 2013a, 2013b,

2013c, 2014a, 2014c, 2017)｡

2011年４月より, UCIMC (Urbana-Champaign Inde-

pendent Media Center, NPO) が運営するコミュニティ

ジオ局, WRFUで, 日本語番組 Harukana Show (HS)

を開始した2)｡ 同月, UCIMCにおいて, アメリカ中

西部の Zine 関係者が集まる Midwest Zine Fest が開

催された｡ UCIMCには, １階のホールに地域の Zine

を集めたライブラリーがある｡ ラディカル・ライブラ

リアン・グループと称するボランティアのスタッフが,

楽しそうに Zine を整理していた (写真１)｡ メンバー

の一人, Chris Rizo にラジオ番組への出演をお願いし,
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第４回 (2011年４月22日) Harukana Show の中で Mid-

west Zine Fest と UCIMC Zine Library について詳し

く話を聞いた (西川 2017：52�53)｡ HS Old Podcast

No. 4�1には, Riso のトークを次のようにまとめてい

る｡

｢Chris さんは話のなかで, 何度か, “outside of

mainstream” と表現されていました｡ アメリカの Zine

には, マジョリティによる排他性への批判が根底には

ありそうです｡“長いものには巻かれない, そこには

Zine がある�, これは, 私が Chris さんの話から受け

取った印象です｣3)｡

Harukana Showの日本在住のスタッフの一人, タテ

イシナオフミが, 以前から英米国の Zineに関心をもっ

ていたことから, Zine を含む DIY Culture について,

その後も番組でしばしば話題にとりあげた｡ HS をと

おして Zine Culture にふれ, 形式に縛られない Zine

に興味をもった｡ 英語圏における日本語ラジオ番組を

めぐる活動を, 英文冊子にして地域のイベントや出会

う人々に配布できればと考え, 筆者は, HSのスタッ

フ, Thomas Garza とともに, 英語の Grassroots Media

Zine, No. 1 (2013) を発行した｡ 続く GMZ, No. 2

(2014) と No. 3 (2016) では, 英国, London での草の

根活動とメディアについて, 筆者が2000年代より行っ

てきた取材をまとめた｡ Zine 制作には, 内容や文体

だけでなく, レイアウトも紙も自由に選んで表現でき

る面白さがあった｡

筆者が英米国の現地調査へ出かける時には, GMZ

シリーズを持参し, Zine を扱う書店, 公共, 大学,

NPOの図書館, レコードショップ, 印刷スタジオ,

住民組織の集会場, イベント会場を訪ねた｡ Zineは,

作り手, 読み手, 活動やイベントの主催者たちのあい

だの垣根が低く, 言葉や経験や物の交換が始まる｡

そこで出会った人が, 筆者にまた別の場所や人を紹介

してくれた｡ 英米国での Zine Culture をめぐる体験

を Harukana Show で伝え, 番組ブログに詳細を記し

た (西川 2017)4)｡ ラジオ番組制作や Zine の制作・

頒布といったメディア実践は, 現場からの発信であり,

また, 筆者にとってはフィールドワークの記録でもあっ

た｡ その社会の住民ではない ｢私｣ が, ラジオ番組と,

番組サイト, 紙媒体の Zine という, 異なるメディア

を使いながら, いろいろな出会いを重ねていった｡

｢伝えることは, 社会と関わることだ｣ ということを,

現場から学んだ｡

英米国での現地調査とメディアワークの経験を, 甲

南大学文学部社会学科の授業にも活かしている5)｡ 筆

者が担当している ｢フィールドワーク研究｣ は, ｢質

的な調査と分析方法に関する｣ 講義科目であるが, 受

講生たちは学外でフィールドワークを実施し, その調

査記録にもとづいて Zineを制作している (写真２)｡

学生たちはフリースタイルの Zine作りに最初は戸惑

い, 読者に何をどのように伝えるのかを試行錯誤する

なかで, フィールドで出会った人たちとの関係につい

て改めて考えるようになる｡ 授業では, 学外からジン

スタ (Zinester : Zine作家) を招いて, 自分のアイディ

アを形にして伝える面白さと, そのための ｢コツ｣ を

学ぶ機会も作ってきた｡ 学期の最後には, ｢ZINE大

会｣ を開催し, 受講生が制作した ｢フィールドワーク

Zine｣ を教室に展示し読み合う｡ 参加者はそれぞれ,

推薦作品を２点選び, その理由を講評用紙に記し, こ

れをもとにその年の受賞作品が選出される (写真３)｡

学生たちは, ｢ZINE大会｣ で多数の作品に触れ, 発想

や表現の多様性に驚き, 自分の作品に対する感想を読

み, 伝えることの難しさと手応えをえる (西川 2019)｡

草の根メディアの現場でえた知見を, 大学教育にど

のように活かすことができるか｡ さらには, こうした
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メディア実践の授業を, 海外の教育機関や組織, 団体

と連携した多文化教育の方法として展開することはで

きないか｡ 2018年９月からのイリノイ大学での研究期

間中, 同大学の関係者と, このような問題について情

報交換ができればと考えていた｡

２ イリノイ大学のZineに関連する取り組み

2�1 Zine-Making を取り入れた授業

イリノイ大学の2018年秋学期には, 筆者は２つの授

業の Zine Workshop にゲストスピーカーとして参加

した｡ 情報科学部 (School of Information Sciences)

の大学院生を対象とした図書館学の授業 (担当：

Kathryn La Barre) と, 都市・地域計画学部 (Depart-

ment of Urban and Regional Planning) の都市問題に関

する学部生対象の授業(担当：Efadul Huq) である｡

そこで, 甲南大学の ｢フィールドワーク研究｣ の取り

組みを説明し, 2018年度前期の受講生たちの日本語の

Zine 作品を展示した (西川 2019：65�66)｡ Zine は,

文章だけでなく, グラフィックを取り入れた作品が多

い｡ 紙の手触りや紙片の切り方, 綴じ方なども, 作者

にとっての表現となる｡ Zine を手にとった人が, そ

こに記された言語を解さない場合にも, 作品として何

かが伝わる6)｡

情報科学部教員の La Barre は, 2016年より UCIMC

の Zine Library (写真４) の運営に携わっている｡ 筆

者がこのライブラリーに GMZシリーズを寄贈したこ

とがきっかけとなり, La Barre と知り合った7)｡ 個人

が自主的に制作し頒布する Zine は, 従来の図書館に

おける出版物としての書籍の分類法をそのままあては

めることができない｡ だからこそ, 図書館学の授業に

おいては, Zine は, 情報リテラシーを再考するひと

つの教材となる｡ 2018年11月の図書館学の Zine Work-

shop では, 受講生は, 授業時間内に, １枚の紙片を

自由に使って, ｢Literacy｣ というテーマで Zine を制

作していた (西川 2019：65)｡ Zine 作りは, 一人ひと

り異なる個人的な体験である｡ そう認識した時に, 内

容も形も異なる不揃いな Zine の多様性と図書館にお

いて Zine を扱うことの意味に改めて向き合うことに

なる｡

Zine は自己表現の手段であるだけでなく, 自分が

媒体となって, ある事象や活動や人々の言葉を他者へ

伝えることもできる｡ 都市問題の授業を担当する Huq

は, 地域・都市計画学部大学院博士課程に在籍してい

る｡ 移民問題, ジェンダー, 人種差別などに関心をも

ち, マイノリティの声を伝える媒体として社会運動の

なかで活用されてきた Zine に注目し, 2018年の授業

に取り入れた｡ Huq 自身も, 人権問題などに関する

コミュニティ活動に携わっている｡ Huq が担当する

都市問題の授業では, 受講生がそれぞれの調査をもと

に Zine を制作し, 教室に展示する Zine Fest を実施

した｡

甲南大学で筆者が担当する ｢フィールドワーク研究｣

の ｢ZINE大会｣ にも, イリノイ大学で Huq が担当す

る ｢都市問題｣ の Zine Fest にも, 参加者が, 作り手

であり評者となる緊張感と, 個性的な Zine に触れ,

そこにいる人たちが一緒に楽しむ高揚感があった｡ し

かし, それぞれの授業に提出された Zine の ｢作風｣

には, 異なる傾向があった8)｡ 都市問題の授業で制作

された Zine は, その後, UCIMC Zine Library に寄贈

された (写真５)｡

都市問題の調査レポートを Zine という形にするこ

とによって, 学生たちの取り組みがどのように変わっ
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写真３ 第８回 ｢ZINE大会｣ (2019年度 ｢フィールドワー
ク研究｣) 入賞作品一覧, 岩田萌花 (Student Assis-

tant) 作
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たのか｡ 筆者の質問に対して, Huq は, ｢学生がその

問題に関与するようになった｣ (西川 2019：73)と述べ

た｡ Zine と教育について考えるうえで, ｢関与｣ がひ

とつのキーワードとなる｡ ４で考察する｡

2�2 Small Press Fest：大学図書館の地域連携の活動

イリノイ大学の Zine に関連した取り組みは, 授業

だけではなかった｡ 2019年４月13日には, イリノイ大

学図書館が主催して, Urbana 市のダウンタウンにあ

る UCIMCに場所を借りて, 第１回 Small Press Fest

が開催された｡ これは, 少部数出版, 印刷に携わる団

体や個人が集まるイベントである｡ 大学図書館でアウ

トリーチを担当する Sarah Christensen が中心となっ

て企画し, UCIMC Zine Library と協力して準備を進

めた｡ また, Small Press Fest に先立ち, イリノイ大

学内のアート Zine やコミックを所蔵する図書館など

で関連イベントが開催された9)｡

４月13日の Small Press Fest には, イリノイ大学の

出版会, 図書館, 印刷工房, 地域の出版社, Zine 制

作グループなど, 様々なレベルの組織, 団体, 個人

が20あまりのブースを出した｡ 筆者も, Grassroots

Media Project10) として参加し, GMZシリーズや, 日

本から届いたタテイシナオフミの Zine や石黒結那11)

の絵葉書やさをり織りなどの作品を販売した｡ また,

甲南大学の学生たちの Zine を展示した (写真６)｡

このブースを訪れた人たちは, 甲南大学生たちの

Zine を手に取り, 学校給食についての Zine を楽しむ

子供や, 自分は日本に滞在していたことがあると話す

人もいた｡ Zine を手にとると, ふっと言葉がこぼれ,

そこにいる人たちと会話が始まる｡ ８年前の Midwest

Zine Fest や, 英米国での Zine を扱う書店や Self-

Publishers’ Fair などの会場でも筆者が経験してきた

ことである12)｡

La Barre が司会を務める Zine をめぐる活動に関す

るパネルディスカッションに参加した｡ 私を含む３人

のパネラーは, Zine を含む様々な媒体を利用して,

それぞれの活動を展開している｡ Devin Morris13) は,

New York の Brooklyn を拠点に活躍するアーティス

トであり 3 Dot Zine を発行している｡ 黒人アーティ

ストたちが自由に表現できる環境作りに取り組んでい

る｡ Mimi Thi Nguyen は, イリノイ大学のジェンダー

＆女性学学部 (Department of Gender and Women’s

Studies) とアジア系アメリカ研究学部 (Department

of Asian American Studies) の教員であり, また, 1990

年代から長年にわたり, いくつもの Punk Zine の制

作, 発行, コラム執筆などの活動に携わってきた14)｡

Morris や Nguyen とは異なり, 私は, アメリカ市

民でもアーティストでもない｡ 日本からやって来た一

時滞在者として, ８年前に, UCIMCで, コミュニティ

ラジオや Zine Culture と出会った｡ ところが, 同じ

場所で2011年に開催された Midwest Zine Fest につい

て Small Press Fest の関係者のあいだでは, ほとんど

知られていなかった15)｡ 当時, Chris Rizo が Harukana

Show で語った ｢メインストリームに与しないオルタ

ナティブ・メディア｣ としての Zine への思いを,

Small Press Fest のパネラーとして私が, 少しでも伝

えることができればと考えた16)｡

2�3 CEAPS での発表：複数の草の根メディアの組み

合わせ

Small Press Fest の翌々週, 2019年４月25日には,

イリノイ大学で筆者が在籍していた CEAPS (Center

for East Asian & Pacific Studies) でも, メディア実践

と教育について話す機会をえた｡ コミュニティラジオ

局 WRFUの日本語番組制作と甲南大学の ｢メディア
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文化論｣ におけるメディア実践の授業について報告し

た17.)｡

この日は, 会場には, 学生や教職員30人ほどが参加

した｡また, Small Press Fest での筆者の発表を聞いた

という出席者から, こんな質問を受けた｡ ｢Harukana

Showは, ラジオ放送とストリーム配信を行い, 世界

からのアクセスが可能なグローバルなメディアであり,

一方, Small Press Fest で報告された Grassroots Media

Zine は紙媒体で, 時には１冊ずつを読者に手渡す｡

メディアはそれ自体がメッセージだとするならば, 性

格が異なる２つのメディアは, 文化人類学のフィール

ドワークにおいては, どのように扱いうるのか｣｡

質疑応答の限られた時間内であったが, 次のように

説明した｡ ｢まず, 現在の Zine の作り手たちは, 複

数のメディアを目的, 状況に合わせて組み合わせてい

る｡ 紙媒体で Zine を作っても, その一方で, 自分の

ウェブサイトをもち, SNSで Zine を含めた様々な情

報を発信している｡ 私の場合も, 放送, オンライン,

紙媒体を状況に応じて使い分け組み合わせている｡ ま

た, フィールドワークでは, 現場から様々な情報をえ

るが, 学術論文をとおしてだけでは, 私が何を学んだ

のかをそこで出会った人々へ伝え直すことが難しい｡

だが, ラジオ番組や Zine では, より平易な言葉で,

かつ創造的に伝えることができるように思う｡ Grass-

roots Media Zine シリーズを読み, 共感して Harukana

Show への出演を快諾してくれる人もいれば, GMZ

をとおした取材や出会いを, 私がラジオ番組でレポー

トすることもある｡ ラジオ番組も Zine も, 私にとっ

ては, 人と人をつなぐコミュニケーションツールだ｣｡

質問者は, イリノイ大学ランドスケープ・アーキテ

クチャー学部 (Department of Landscape Architecture)

教員の David L. Hays だった｡ CEAPSでの研究会が

終わった後, Hays に GMZシリーズを手渡した｡ ４

ヶ月後, 2019年秋学期に, ｢Negotiating Landscape

through Zines｣ (LA587) という Hays が担当する新し

いタイトルの授業が始まった｡ Zine を科目名に入れ

た授業は, 当学部においては (おそらく, イリノイ大

学の他学部においても), 初めてであった｡ Hays とは,

私が帰国する直前に, もう一度話すことができた (4�
3へ)｡

2�4 Zine Cluster Meeting：Zine と教育の緩やかな

ネットワーク作り

2019年４月の Small Press Fest の開催は, Zine に

関心をもつ様々な専門, 立場のイリノイ大学教職員を

つなぐひとつのきっかけにもなった｡ 大学図書館の

Christensen と機械科学・工学部 (Department of Me-

chanical Science and Engineering) 教 員 の Leon

Liebenberg が代表となり, イリノイ大学の IPRH (Illi-

nois Program for Research in the Humanities) 2019�
2020年度の Research Cluster 助成金をえて, ｢Trans-

formative Learning Through Zine Making (Zine 作りを

とおした変容的学習法)｣ という研究プロジェクトが

始まった｡ 専門分野を問わず, Zine に関心をもつ大

学関係者が定期的に情報を交換し, 各分野の教育活動

に活かす取り組みである｡ 2019年７月より, Zine

Cluster Meeting と呼ばれる研究会が, 定期的に開催

されている｡

領域横断的なつながりを作るという点で, 図書館は

興味深い組織である｡ イリノイ大学には, 附属高校を

含む, 学問分野が異なる30あまりのライブラリーがあ

り, それぞれの専門のライブラリアンがおり, 独自の

コレクションもある｡ また, 大学図書館も, U-Cの公

共図書館 (Urbana Free Library, Champaign Public Li-

brary) とも連携し, 地域イベントなどにも積極的に

参加している｡ Small Press Fest や Zine Cluster Meet-

ing も, 大学図書館がもつ学内外での広いネットワー

クを活かして, 専門領域や立場を超えた人々をつない

でいる｡

2019年７月９日に, 最初の Zine Cluster Meeting が,

UCIMC Zine Library と Archive において, ８月６日

には, イリノイ大学附属高校 (University of Illinois

Laboratory High School : Uni High) の図書室において

開かれた (写真７)｡ Uni High では, ライブラリアン

の DoMonique Arnold が, 夏休み中で静かな校内を案

内し, 生徒たちが制作した Zine を図書室のテーブル

に並べて見せてくれた｡ この高校では実験的に, 英語
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の授業や, Arnold が担当するメディアリテラシーの

授業でも, Zine 制作が取り入れられ, 生徒たちの作

品は, 図書室の Zine Collection に収められている｡

｢Zine は文章だけでなく, 絵や写真を用いて, 豊かな

表現力を培います｣ と, Arnold は話していた18)｡

Zine Cluster Meeting は, こうした会合がなければ

接点がなかった人々をつなぐ機会となった19)｡ 筆者が,

機械科学・工学部教員の Leon Liebenberg と知り合っ

たのも, Zine Cluster Meeting であった｡

2�5 機械科学・工学部の取り組み：学び合いのプロセ
スを協働でデザイン

機械科学・工学部では, 学生の学習, 研究, 活動の

プロセスや成果をオンライン上に記録, 蓄積する創造

的な ePortfolio を開発するプロジェクトを進めていた｡

そこで, 学生一人ひとりが, 自身について語る Digital

Story Telling や, 調査研究や活動の内容を対外的に伝

える方法として, Graphic Novel や Zine 制作の可能性

などを模索していた｡ 2019年７月９日の Zine Cluster

Meeting では, 筆者の自己紹介として GMZシリーズ

を Liebenberg に手渡し, 後日, メールで, 甲南大学

での Zine を用いた授業の取り組みについてふれ,

｢あなたのチームの皆さんと情報を共有する機会があ

れば嬉しい｣ と伝えた｡ Liebenberg からは, GMZシ

リーズを読んだ感想と, ｢ぜひ, 我々の研究会で話し

てほしい｣ という日程を尋ねるメールが届いた｡

７月18日, イリノイ大学の CITL (Center for Innova-

tion in Teaching and Learning) のアクティブ・ラーニ

ング用の教室 (iFLEX：Illinois Flexible Learning Expe-

rience) で, 午前10時から３時間にわたる研究会が行

われた｡ 英語表現法, マルチメディア制作, デザイン

＆アート, 教育心理学, 学習・教授法, 授業支援など

に関わる８人の専門家が集まった (写真８)｡ この

ePortfolio の共同研究会は, 機械科学・工学部の複数

の授業を対象としているが, 従来の授業法を変革する

ために, こうした領域横断的なプロジェクトが組まれ

ている20)｡

研究会の前半では, 筆者が Grassroots Media Project

とその活動の教育への応用について話し, 後半では,

機械科学・工学部の授業で行ってきた ePortfolio 制作

の課題が議論された｡ イリノイ大学の機械科学・工学

部の複数の授業での取り組みと, 甲南大学の社会学科

のメディア実践系科目の取り組み (西川 2018, 松川・�野・西川 2018) は, 専門分野は異なるが, メディ

アの使い方や学生が主体となるアクティブ・ラーニン

グの方法が似ていた｡ このため筆者の発表に対しても,

授業作りについてより具体的な質問がなされた｡

例えば, ｢授業の課題として提出された Zine を,

どのように評価するのか｣, という質問に対しては,

次のように話した｡ ｢フィールドワーク研究において

は, Zine 作品としての評価よりも, そこに至るまで

のプロセスを重視している｡ 毎回の授業の課題に対す

る小レポートだけでなく, 調査の企画・実査・記録の

各段階において複数回の課題を設定し, 数多くの提出

物があり, また授業内で調査の中間報告の発表を行い,

調査記録を作成し, 提出する｡ そのうえで, Zine 大

会では, 参加者が出品者であり同時に講評者となり,

学生たちによる評価の結果を授業で公表している｡ こ

うした授業のプロセスを, 共有し学び合う工夫をして

いる｣21)｡

研究会の参加者が, それぞれの専門の立場から多様

な発想, 意見を述べ合い, 組織や専門の垣根を超えて

学び合う経験をとおして, 従来の授業とは異なる,

ピア･ラーニング,アクティブ･ラーニングの実質的な

方法を協働でデザインすることができる｡ Liebenberg

たちの研究会の在り方自体が, 私にとっては貴重な学

びであった｡

以上, 筆者が2018年９月から１年間のイリノイ大学

での在外研究期間に参加した, Zine-Making を取り入

れた授業や Zine に関するイベントや研究プロジェク

トを紹介した｡ その多くは, イリノイ大学においては,

始まったばかりの取り組みや現在進行形の活動である｡

このように, Zine が今, なぜ, 関心を持たれている

のか｡ ３では, アウトリーチの活動を展開する図書館

と, ４では, 学生たちの主体性を引き出す参加型授業
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という２つの側面から考えていく｡

３ 図書館とパブリック・エンゲージメント

3�1 図書館が注目する Zine

Zine を扱う図書館といっても, 大学内には専門が

異なる図書館があり, ミュージアム内のライブラリー

と地域の公共図書館とは, 目的や利用者も異なる｡ ま

た, NPOの組織, 団体が運営する図書館や, 個人が

収集した書籍等をコレクションとして公開している場

合もある｡ 筆者は, Grassroots Media Zine を発行する

ようになってからは, 英米国の Zine Collection がある

図書館を訪れ, そこで何人かのライブラリアンから

話を聞いた22)｡ 2019年１月に渡英した際には, ロン

ドン大学の Senate House Library に勤務する Leila

Kassir23) と会い, 英国においても, 図書館における

Zine Collection の学術的な認識が高まっていることを

知った24)｡ また, イリノイ大学の情報科学部の La

Barre からも, Zine を扱う米国の図書館やライブラリ

アンの活動について情報をえている25)｡ こうした関係

者の話をとりまとめてみると, 一部の公共図書館や大

学図書館が Zine に注目するのには, ３つの理由があ

ると考えられる｡

第１に, その図書館独自の特別な Zine コレクショ

ンへの関心である｡ Zine は, 自主制作であり一般の

出版物とは流通経路が異なる｡ 収集するのは容易では

ない｡ だからこそ, Punk Fanzine, Grrrl Zine, Queer

Zine, Football Fanzine26) など, 特定のテーマについて,

その図書館にしかないコレクションを作りうる｡ また,

公共図書館や地域で開催されるイベントなどをとおし

て, 参加者が制作した Zine を収集して, 公共図書館

として地域コミュニティに関連する Zine コーナーを

作ることも可能だ｡

第２に, その時代, 文化, 社会の多様な声を反映す

る一次資料としての Zine への関心である27)｡ オルタ

ナティブ・メディアとして Zine には, マスメディア

において扱われにくい, 社会的, 文化的, 政治的にマ

イノリティの立場にある人々の声を含み, その時代の

Popular Culture を多様な角度から知る貴重な資料と

なりうる (Cox 2018 : 77)｡ ただし, 一般の出版物と

は異なり, Zine によっては, 出版年や著者までも不

明な場合もあり, 図書館の従来のカテゴリーでは分類

することは容易ではない｡

第３に, Zine Workshop など誰でも参加できるイベ

ントとしても, 注目されている｡ 西川 (2019) でも言

及したように, 現在の図書館は, ｢デジタル化の時代

において 『書籍』 を扱うことの意味や, これからの図

書館がどのような形で時代に合わせて生き残っていく

のかを試行錯誤し, 地域とのつながりを様々に工夫し

ており, Zine Workshop を開催し, Zine Fest や Little

Press Fest に場所を提供しているのも, そのひとつの

試みである｣ (西川 2019：64)｡ 今日の図書館は, 公共

空間として様々な機能をもち, 人々が図書館にわざわ

ざ足を運び, そこにあるものを利用し, イベントに参

加することができる多彩な企画を用意している28)｡

Zine に関心をもつ理由や Zine を収集する際の重点

の置き方は, それぞれの図書館によっても異なる｡ イ

リノイ大学図書館の場合は, 資料として多様な Zine

を収集しようとしているのではなく, アウトリーチの

活動のひとつとして地域における Small Press Fest を

開催し, 図書館の教育支援として, Zine Cluster Meet-

ing を開いている｡

3�2 アウトリーチとパブリック・エンゲージメント
2019年８月23日に, イリノイ大学図書館のアウトリー

チを担当する Sarah Christensen を Harukana Show の

ゲストスピーカーとして招き, ラジオ番組のなかで話

を聞いた (写真９)｡ Christensen は, 図書館情報学の

映像資料を専門とし, イリノイ大学ではアウトリーチ

を担当している｡ Christensen は, 2019年４月に第１

回 Small Press Fest を企画・実施した｡ また, ９月に

は, 大学内のコンサート会場のロビーで, ｢人｣ を

｢本｣ に見立て貸し出す, ｢ヒューマンライブラリー

(Human Library)｣ というイベントが予定されていた｡

Harukana Show の筆者によるインタビューにおい

て, Christensen は自身の活動について, 次のように

語っている｡ ここでは, 日本語に抄訳する｡
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……大学図書館のアウトリーチとは, どんな活動です

か｡

｢アウトリーチとパブリック・エンゲージメント

(public engagement) について, まずは, 図書館は,

一般の人々に開かれた公共の組織です｡ 社会にとって

もとても大切な場所です｡ しかし, そこにどれほどの

コレクションがあったとしても, 図書館がどれほど多

様なものを扱い, どんなサービスを提供しているかを

知ってもらい, 利用してもらわないと意味がありませ

ん｡ そこで, 図書館の様々な側面を伝えるために, い

ろいろなイベントを企画しています｡ 春に実施した

Small Press Fest や, 来月に開催するヒューマンライ

ブラリーもそのひとつです｡ こうした催しは, 他でも

行われていますが, ローカルな文脈のなかで企画を練

ります｣｡

……図書館といえば, そこで本を読む場所というイメー

ジがありますが｡

｢そうですね, 図書館とは, 本質的には, 『知 (knowl-

edge)』 へアクセスする場所です｡ 『知』 とは何か, そ

れはどこから来るのか, と考えていくと, そのひとつ

の答となるのが, ヒューマンライブラリーです｡ つま

り, 印刷・出版以前は, 情報は口承され, 物語り

(storytelling) が, 知識を伝える方法でした｡ ヒュー

マンライブラリーでは, 社会的にマイノリティの立場

にあったり, 障がいがあったり, 退役軍人など, 多様

な経験をもつ人々が, ボランティアで 『本』 となり,

『読者』 の疑問に答えながら, 話をします｡ 参加者は,

こうした対話から学んでいきます｣｡

……Small Press Fest を企画し, Zine Cluster Meet-

ing も始められました｡ Small Press Fest は, 第１

回の開催ですね｡

｢Small Press Fest は第１回ですが, 以前に UCIMC

で Zine Fest が開催されたと聞きました｡ Zine には,

政治的な側面もあります｡ 大学図書館の企画としては,

Zine に絞るのではなくて, 少部数出版物を扱うイベ

ントにしました｡ そうすることで, Zine を含む自主

制作の発行物から, イリノイ大学出版会のような発行

部数が少ない学術書の出版社など, 出版・印刷に関わ

る異なる組織, 団体が参加することができました｣｡

……Zine は, 図書館が扱う ｢正統な｣ 書籍とは対照

的な気がしますが, ご自身は, どのように Zine に関

心をもたれましたか｡

｢そうですね, 最初の問題に戻りますが, 誰が知を作

り出し, 何が権威づけるのか｡ 私は, 図書館が扱う知

や情報とは, アカデミックな出版物だけでなく, より

広い内容を含み, また, 多様な形があると考えていま

す｡ 様々なアイディアや経験を含むという意味で,

Zine は豊かな情報源です｡ 学生たちも授業の課題で

Zine 作りに取り組んだりしています｡ インストラク

ターが作り方を教えるというよりは, 参加者同士がや

り取りしながら Zine ができあがっていきます｣｡

……Zine は, 音楽やアートやより個人的な問題を扱

い, どちらかというと人文科学系というイメージがあ

りますが, Zine Cluster は, 機械科学の専門家との

共同プロジェクトですね｡

｢そうです｡ Leon Liebenberg は機械科学・工学部の

教員です｡ 私は, 図書館の仕事のなかで, 自分の専門

である視覚資料が大学においてどのようなニーズがあ

るのかを調査するために, 学内のさまざまな専門家に

インタビューをしました｡ そこで機械科学・工学部の

Leon を紹介されました｡ 彼の教え方は, とても創造

的です｡ そこで協働したプロジェクトをやってみたい

と思いました｡ Zine を授業にどのように取り入れる

ことができるのかを, Zine をよく知る人に限定せず

に, 関心のある人たちと一緒に考え情報を共有できれ

ばと思います｡ このプロジェクトに関連する授業の受

講生たちが作った Zine を, 第２回の Small Press Fest

で配布したいと考えています｣｡

インタビューの中で, 筆者が図書館のアウトリーチ

の活動について尋ねた際に, Christensenは, パブリッ

ク・エンゲージメントという用語と合わせて話し始め

たのが印象的であった｡ public engagement を日本語

に直訳すると ｢公共的関与｣, 図書館の活動の場合は,

｢住民参画｣ という意味も含まれるであろう｡ 図書館

の活動を知ってもらうだけでなく, そこで利用者にも

図書館の活動に関わってもらう｡ この言葉を, Small

Press Fest やその１週間前に, Urbana のショッピン

グモールで開催された C-U Edible Book Festival, Hu-

man Library など, Christensen が携わってきた企画を

とおして考えると, こう言い換えることができるかも

しれない｡ ｢住民が図書館に関心をもつ仕掛けを作り,

楽しく巻き込む｣｡

大学図書館をより多くの人々に親しみやすくするた

めの取り組みは, イベント開催だけではない｡ 例え

ば, イリノイ大学図書館のライブラリアンを紹介する

｢Superhero Trading Cards｣ (写真10) も, 図書館を,

世代を超えて広く地域の人々に開く試みである｡ 南ア

ジア地域を専門とし, コミックの特別コレクション

を設置したライブラリアン Mara Thacker らが中心と
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なり企画した｡ カードの表面には, 大学のライブラリ

アン一人ひとりをアニメのキャラクターのように描き,

裏面に氏名, 所属, 連絡先, そして専門分野をスーパー

パワーとして紹介している｡ これを, ライブラリアン

各自が, ある種のビジネスカードとして使うだけでな

く, 学内外のイベントでも利用している｡ Small Press

Fest では, 大学図書館のブースには, テーブルに25

種類の Superhero Trading Cards が積み上げられ, 子

供たちがやってきて楽しそうに１枚ずつ手にとって見

ていた (写真６)29)｡

Christensen や一部のライブラリアンは, 多様性に

開かれたこれからの図書館のあり方を探る動きのなか

で, 一般の出版物とは異なる ｢Zine というスタイル｣

に, 改めて注目するようになった｡ また, 同時期に,

大学の異なる分野において, 学習・研究の内容を創造

的に表現・発信し社会と共有する授業方法を模索する

動きがあり, こうした流れを, 大学図書館が広いネッ

トワークをとおして察知することができた｡ そして教

育支援の一環として, Christensen が中心となって,

Zine-Making を授業に取り入れる試みに関心をもつ異

なる分野, 立場の人々を, 緩やかにつなぐ, ｢Trans-

formative Learning Through Zine Making｣ という新し

いプロジェクトが開始された｡ そこでは, Zine をひ

とつの手がかりとして, 大学という場所の開き方や知

の共有の方法を模索しようとしている｡

それでは, 大学の異なる専門分野の授業においては,

Zine のどのような側面が注目されているのか｡

４ 教育と Zine : 主体的に学び,
社会とつながる

4�1 大学教育と Zine Culture との関わり方

２で紹介したイリノイ大学における Zine に関する

授業, 研究会, イベントをとおして, 図書館関係者以

外にも, 様々な専門の教職員と出会ったが, Zine Cul-

ture との関わり方には, ３つのタイプがあった｡

第１のタイプは, Zine をめぐる活動に Zinster とし

て深く関わっている｡ 例えば, イリノイ大学の教員の

Mimi Thi Nguyen は, 2�2 で述べたように, イリノイ
大学のジェンダー＆女性学学部とアジア系アメリカ研

究学部の教員であり, また1990年代からアメリカの

Punk Zine をめぐる活動に深く関わってきた｡ Zine

Culture は, Nguyen の思想と活動に欠かすことがで

きない研究のツールであり, ルーツでもある｡ また,

イリノイ大学のアート・デザイン学部の Art & Design

Laboratories の技術スタッフの William Arnold は, 授

業のなかで, リソグラフ印刷を使った Zine 制作を教

えている｡ W. Arnold は, 自身の工房で WORK Press

& Publication という印刷, 出版活動もしており, リ

ソグラフプリントを使った Art Zine を発行している｡

第２のタイプは, 専門分野の研究対象として Zine

に関心をもち, 地域における活動を支援する｡ 例えば,

情報科学部教員の Kathryn La Barre にとっては,

UCIMCの Zine Collection は, 図書館学において分類

法を再考する研究調査対象であり, かつ社会的実践と

してコミュニティ・ライブラリーの運営を担い, 大学

教育にも活かしている｡ 次節で詳しく述べるように,

La Barre の研究者, 実践者, 教育者としての活動が,

図書館の地域連携の活動ともつながり, また, 近年

Zine に関心をもつようになった次の３つめのタイプ

の研究者の動きも支えている｡

第３のタイプは, Zine 作りや Zine Culture に関わっ

た経験は浅いが, 教育実践のツールとして Zine に関

心をもち, 授業に取り入れている｡ ２で言及した都市・

地域計画学部, 機械科学・工学部の授業やプロジェク

トにおいては, 学生の主体性を引き出し, 調査研究対

象との関係性を考えるひとつの方法として, Zine に

注目している｡ イリノイ大学の場合は, こうしたタイ

プの研究者の出現が, 教育における Zine 利用の裾野

を広げている｡

イリノイ大学では, 第１のタイプのように, 自身の

活動のなかで Zine Culture に関わってきた教職員は
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これまでも存在していた｡ しかし, 近年, それぞれの

動機から, Zine の教育への利用に関心をもつ研究者が

出現してきた｡ また, 大学教員の La Barre が UCIMC

Zine Library の活動に携わっていることによって, 地

域における Zine Culture の活動と大学教育とが接続

しやすくなった｡ では, La Barre にとっては, 専門

の調査研究とコミュニティ活動と教育実践とは, どの

ように関連しているのか｡

4�2 図書館情報学と Grassroots Library：地域に軸

足をおいた活動

Kathryn La Barre の自身のサイトには, 履歴や業績

の他に, ｢Engagement｣ と題したページがある｡ そこ

には, ２つの活動が紹介されている｡ １つは,

UCIMC Zine Library であり, もう１つは, Multicul-

tural Community Center の The Bilingual Community

Library の支援活動である｡ ４月に UCIMCで開催さ

れた Small Press Fest では, La Barre は, 情報科学

部の大学院生たちとともに, イベントの実施に多岐に

わたって協力している｡ また, ５月には, Urbana 市

の Urbana Free Library で, 一般住民にむけてオーラ

ルヒストリーのワークショップを開いた (写真11)｡

2019年７月12日の Harukana Show では, La Barre

をゲストに迎えた｡ ７月は ｢国際 Zine 月間｣ であり,

UCIMC の Zine Library の関連イベント30) を番組で紹

介し, La Barre が携わる地域の活動についても詳し

く語ってもらった｡ 以下では, La Barre の話の一部

を日本語に要約する｡

｢私の専門は, 図書館情報学のなかでも, 特殊コレ

クションの分類や名前のつけ方についてです｡ 図書館

での分類, コレクションの名称に, ジェンダー観や文

化や政治などがどのように影響しているのかを検証し

ていきます｡ IMCの Zine Library やアーカイブでも,

一般の図書の分類にはあてはまらない様々な Zine や

資料をどう整理していくのか, 専門の知識と経験が活

かされています｡ また, 図書館情報学の学生たちにとっ

ても, Zine Library に関わる活動は, 現場から学ぶ貴

重な経験となります｡

私自身は, 特に, コミュニティに拠点をおいて様々

な人々が参加して作り上げていく文化活動に関心があ

ります｡ UCIMC Zine Library の運営に４年ほど前か

ら携わるようになったことがきっかけです｡ また,

Urbana の北部, Rantoul にある Multicultural Commu-

nity Center (MCC) の Bilingual Community Library 作

りにも携わってきました｡ Rantoul にはかつては空軍

の基地がありましたが, 現在は, 農業コミュニティで

す｡ 毎年, ６月から10月にかけて季節労働の移民が多

数やってきます｡ 家族で滞在している場合も多く, た

くさんの子供たちがいます｡ そこで, 子供向けの英語

とスペイン語の本の寄付を募り, ライブラリーを作り

ました｡

Oral History Project では, 公共図書館で, 家族や

地域のオーラルヒストリーや従軍経験者への聞き取り

と記録作りのワークショップを開きました｡ また,

UCIMC は2020年に20周年を迎えます｡ 2000年に

UCIMCの設立に関わった人々から話を聞き, オーラ

ルヒストリーの記録を作っています｡

イリノイ大学は州立大学で,またUrbana-Champaign

は大学を中心とした地方都市でもあり, コミュニティ

との関わり, アウトリーチの活動を重視しています｡

州の予算によって大学が運営されており, 地域とのつ

ながりや貢献が求められています｡ また, 図書館学の

教育においても, 公共図書館や NPOの地域組織と連

携した活動は大切になります｡ 図書館情報学の学生た

ちは, ライブラリーやミュージアムに就職する場合も

多く, そこでは利用者サービスは重要な仕事です｣｡

La Barre が, 地域との関わり方として強調したの

は, “community based participatory culture” への関心

である｡ Zine はまさに, ｢地域に基盤をおく参加型文

化｣ である｡ 誰でもが表現・発信していくことができ

る｡ 一般の出版物とは異なり流通経路は限られるが,

イベント会場などで出会った人に手渡すなど, 顔が見

える他者との交換を含む (西川 2017)｡ そうした参加

型メディアの活動に, La Barre は, community based

と言葉を添えた｡ UCIMC Zine Library も, 季節移民
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労働者の子供たちのためのバイリンガル・ライブラリー

の活動も, Zine や本をとおして多様な人々が交流す

る ｢場｣ 作りである｡

La Barre はまた, オーラルヒストリー・プロジェ

クトや UCIMCのアーカイブ室の設置も手がけ, 記憶

と記録を形にして整理する活動を進めている｡ 参加型

文化や草の根活動は, その趣旨に賛同する人々が集ま

り, 一時的な盛り上がりを見せても, その経緯を随時

に記録し共有できる形にすることは, 容易ではない｡

La Barre は, 人々の声に耳を傾けながら, 多様性に

開かれたコミュニティ・ライブリーという場所を作り,

並行してそこに過去と現在と未来をつなぐ仕組みを作

ろうとしている｡ Harukana Show のホスト役として

日本からオンラインで出演している小牧龍太が, La

Barre が強調した community based を日本語で ｢地域

に軸足をおいた｣ と表現した｡ 地域に拠点をもつから

こそ, そこに時間という軸もおくことができる｡

UCIMC Zine Library には, Zine Workshop をどこで

も開催できるように, 様々な文房具を入れたトランク

が用意されている｡ Zine Library と記されたこのトラ

ンクを, イリノイ大学や地域のイベントで何度も見か

けた (写真12)｡ UCIMC Zine Library の関係者自らが,

地域のイベントや教育現場へ積極的に赴くという姿勢

が, Zine-Making を取り入れた教育活動の広がりを支

えている｡

4�3 表現と関与：主体性, 身体性, 関係性
問題への関与, 内面化

都市・地域計画学部の2018年 ｢都市問題｣ の授業を

担当した Efadul Huq は後に, 筆者とのメールのやり

とりのなかで, こう述べている｡ ｢あなたから以前,

『授業において受講生たちが, 一般の調査レポートで

はなく Zine を制作することによって, 何が変わった

のか』 と尋ねられた｡ 同じ質問を今受けたら, こう答

えるだろう｡ 学生たちは, Zine 作りをとおして, 授

業で学んだ問題に, 自分たちなりに取り組み内面化

(internalized) していった｣｡

では, Zine の何が, 問題への関与を促すのか｡ 筆

者が担当してきた甲南大学の ｢フィールドワーク研究｣

の授業では, Huq の ｢都市問題｣ の授業と同じよう

に, 受講生各自がテーマを決めて調査を行い, その内

容を Zine作品にして, ｢ZINE大会｣ で展示し, 互い

に講評する｡ 学生たちは, ｢ジン｣ という初めて聞く

言葉と, 他の授業の課題レポートとは異なり決まった

フォーマットがないことに戸惑う｡ フリースタイルで

あるがゆえに, 調査をとおして得た情報のなかから何

を伝えるのか, 問題の焦点を見極め, その伝え方まで

を自分で決めなければならない｡ 問題と向き合い, 作

品として ｢手におえる範囲｣ の枠を設定せざるを得な

い (西川 2019：71)｡

また, Huq の授業も, ｢フィールドワーク研究｣ も,

受講生が互いの Zine を展示, 講評する時間を設けて

いる｡ 調査の内容を, 作者として第三者に伝えようと

する時, 取材対象(者)との関係を振り返るようになる｡

Zine とは, パーソナルな自己表現の手段であるが,

他者に伝えるための媒体でもある｡ 自分と向き合う時

の様々な感情と, 他者に伝えるという行為とに折り合

いをつけながら, モノとしての Zine ができあがって

いく (西川 2019：71�72)31)｡
｢遊び｣ をとおして主体的に学び合う

機械科学・工学部の Liebenberg を代表とするチー

ムは, 2019�2020年度のイリノイ大学からの研究助成
を獲得し, ENgaGement In eNgineering Education

(ENGINE) というプロジェクトを開始した32)｡ 遊び

ながら学ぶ主体的な姿勢と, 専門家としての意識を培

う, 新しい教育・学習法の開発を目指している｡ 学習

の結果だけを評価するのではなく, そこに至る工程を

可視化し, 学習意欲を引き出す ｢仕掛け｣ 作りに取り

組む (Pegano, Liebenberg, Goldstein 2019)｡

このプロジェクトが強調する学習における ｢遊び｣

の要素の重要性は, 甲南大学の ｢フィールドワーク研

究｣ とも共通する｡ 受講生が, 調査をもとにした Zine

作品を制作し, 最後に行う展示・講評会も, ZINE

｢大会｣ と呼び, 参加者どうしがイベントとして楽し
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みながら学ぶ (西川 2019：74, 注20)｡ Liebenberg た

ちが教育プログラムに ｢遊び｣ を取り入れるのには,

｢フィールドワーク研究｣ の場合と同様に, ２つの意

図があるのではないか｡ 第１に, 参加者の主体性を引

き出す｡ 楽しみながら学び, 参加者が次の展開を自分

で考え創造的に工夫する｡ 第２に, 力関係を変化させ

る｡ 授業における指導者と学生との関係を変化させ,

教員はイベントの企画者として存在するが, ｢遊び｣

のなかでは参加者同士が学び合う｡

Liebenberg は, 筆者に自分たちのプロジェクトを

説明するために, 学生たちが制作したデジタル作品を

見せてくれた｡ １つは, ｢Thermodynamics (熱力学)｣

の授業 (ME300) のチームプロジェクトによる ｢エ

ネルギー危機が来る前に (Before the Energy Crisis)｣,

もう１つは, ｢Design for Manufacturability (DFM：製

造性を考慮した設計)｣ の授業 (ME270) の受講生に

よる ｢リサイクルのデザイン (Design for Recycling)｣

と題した Graphic Novel である｡ ある種の学習漫画,

絵本であるが, 学生が個人やチームを組んで工夫をこ

らし, 研究者に限らず, 一般の人にも手にとってもら

い, 読ませる, 考えさせる作品となっている｡ 受講生

のなかには, 授業期間が終わっても, 自分で作品制作

を続ける学生もいるという｡

身体性と関係性を再考する

2019年９月, 筆者がイリノイ大学での１年間の在外

研究期間を終えて帰国する直前に, ランドスケープ・

アーキテクチャー学部教員, David L. Hays とようや

く会うことができた｡ Hays が担当する2019年秋学期

の ｢Negotiating Landscape through Zine｣ (LA587) の

授業が既に始まっていた｡ 科目のタイトルとなって

いる, Zine をとおしてランドスケープを ｢調停する

(Negotiating)｣ とはどのような意味なのか｡ シラバス

の冒頭には, こう記されている｡

｢ランドスケープとは, 人間と自然との関係である｡

その関係は, 広い範囲のメディアをとおして調停され

る｡ このセミナーでは, 現代のランドスケープが,

Zine という媒体をとおして, どのように交渉され表

象されてきたのかを掘り下げて考えていく｡ Zine と

は, 自主制作, 低予算の印刷物である｡ 自己表現の手

段として, またメインスリームとは一線を画し, この

数10年の間に普及した｡ 最近の Zine 作品には, 人間

と自然との関係も重要なテーマのひとつとなっている｣｡

Champaign のカフェで, Hays と２時間あまり, お

互いの Zine への関心と授業での取り組みについて話

した｡ Hays の関心は, 人と自然, 環境との関わり方

をデザインし, またその関係の変化の歴史と現代性を

読み解くことにある33)｡ ところが, Hays の話では,

学生たちは, ランドスケープをパソコンの画面のなか

でとらえ, 設計することはできるが, その場所にある

はずの音や匂いや温度を想像することができない｡ 身

体をとおして ｢風景｣ をとらえる, 自然と関わる感覚

が希薄になっているのではないか, と Hays は危惧し

ている｡

一方, Landscape Zine には, 自然や環境との関わり

方をパーソナルな感情をも含め, 様々な角度から表現

しているものがある｡ Hays の授業では, Zine という

メディアの歴史を知り, Landscape Zine を読み解きな

がら, 受講生自身が Zine を作る｡ 授業の最終回には,

学生たちは各自が制作した Landscape Zine を互いに

交換する｡ パソコンの画面のなかで完結するデザイン

ではなく, 印刷して人に手渡す Zine を作るプロセス

のなかで学生それぞれが, ｢人と自然との間｣ に身を

おく意識をもつようになり, ランドスケープを再考す

るきっかけになるのではないか, と Hays は話してい

た｡

都市・地域計画学部の ｢都市問題｣ の授業, 機械科

学・工学部の ｢ePortfolio｣ や新しい授業作りの取り

組み, ランドスケープ・アーキテクチャー学部の ｢ラ

ンドスケープ｣ の授業は, それぞれ学部も専門性も授

業の目的も異なる｡ しかし, そこでの Zine は, 授業

の参加者が, 調査研究の対象やテーマに対する関与を

深める装置であり, Zine-Making は, 心身をとおして

感じ, 主体的に考え表現し, 対象との関係をとらえ直

すというプロセスを経験するツールとして使われてい

る｡

4�4 学内外での有機的連携
イリノイ大学において, Zine という小さなメディ

アをめぐる授業や研究会やイベントを追いながら, 筆

者にとって興味深かったのは, 異なる学部において,

バラバラに起きているかのように見える動きが, 実は,

連携していることである｡ 例えば, David L. Hays の

授業では, 受講生たちが UCIMC Zine Library を訪問

し, Kathryn La Barre が講師となり, Zine Workshop

を実施した｡ 別の日の授業では, Art & Design Labs

での, William Arnold によるリソプリンターを使った

実習が行われた｡ また, 2020年３月から４月にかけて,

Hays が共同運営している Chicago にあるアートギャ
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ラリー, ｢Space p11｣ (NPO) において, Landscape

Zine の展示が予定されている｡ これには, イリノイ

大学の ｢Transformative Learning Through Zine Mak-

ing｣ プロジェクトも共催に含まれている｡ 第２回

Small Press Fest は, 2020年10月に開催される予定だ｡

2019年秋学期の Hays のクラスで制作された Land-

scape Zine も出展されるだろう｡

大学図書館のアウトリーチの活動と, ボランティア

によって運営されるコミュニティ・ライブラリーと,

各学部の専門の授業の取り組みと, それを担当する教

員の学内外での活動は, 目的も関係者も異なる｡ それ

でも, 様々なネットワークが状況に応じて機能する｡

それは, この論文で名前をあげた一人ひとりが, 大学

の職務とは別に, 異なる場所を拠点にそれぞれのコミュ

ニティ活動を実践しており, 関係をつなぐことによっ

て, 何かが展開する可能性があることを認識している

からだろう34)｡ だからこそ, それぞれの活動のなかで,

何らかのきっかけで Zine Culture に出会い, Zine へ

の関心をたどり, 大学教育においても, そのつながり

を互いに引き寄せてきた｡

何かに関わるツールとなるメディアは, 必ずしも

Zine である必要はない｡ 人よっては, コミュニティ・

ライブラリーや, NPOのギャラリーであり, コミュ

ニティラジオ局であり, 図書館に場所を借りて行わ

れる様々なイベントでもある｡ 筆者が在外研究中に行

われていた Zine-Making を取り入れた授業作りも, 今

後は, 多様な媒体を用いてそれぞれに展開するだろう｡

おわりに

イリノイ大学における2018�2019年度の１年間の在
外研究において, Zine という小さなメディアをとお

して垣間見ることができたのは, 大学とそこでの教育

や研究が, 地域や社会に開かれ, その関係のなかでこ

そ存続しうるというある種の危機意識と, この問題に

対して前向きに取り組む意志のようなものだ｡ イリノ

イ大学は州立大学であり, 財政危機にも直面してきた｡

いろいろな専門の研究や教育が, 暮らしや社会とどう

関わり, それを学び, 研究することがどのような意義

があるのかを社会に説明することができなければ, 予

算も人材も確保できない｡ 教育のあり方も, 変革が求

められる｡ そのような状況だからこそ, 一方で, Zine

のように表現すること, 伝えること, つながることの

原点のようなメディアが, 見直されているのかもしれ

ない｡

草の根メディアをとおした人を介した顔が見えるつ

ながりは, 地域や国内に限らず, 海を越えることもで

きる｡ 甲南大学の2019年度後期の ｢フィールドワーク

研究｣ において, 学生たちが制作したフィールドワー

ク Zine は, 2020年１月14日の ｢ZINE大会｣ と参加

者の審査を経て, 一部の作品をイリノイ大学附属高校

(Uni High) の図書室と UCIMC Zine Library に届けた

いと考えている｡ 授業で学生たちにそう伝えると, 提

出された複数の Zineに, 英語のタイトルがつけられ

ていた｡ 自分の Zine を英訳して, 改めてもう一冊コ

ピーを提出する学生もいた｡ 海外に読み手がいること

を想像すると, 調査テーマや情報の集め方, 伝え方の

意識も変化する｡ Uni High では, 第２言語として,

日本語クラスを選択することができる｡ 日本文化に関

心をもつ高校生が, 日本の大学生によるフィールドワー

ク Zineを, 授業や図書室で手にとることがあれば,

どのような感想をもつだろうか35)｡ 小さなメディアを

グローバルに活用した教育実践を, 試行錯誤しながら

展開していきたい｡

謝辞

甲南大学より在外研究の機会を得て2018年９月から

１年間, 米国, イリノイ大学に在籍する貴重な機会を

えました｡また,科学研究費補助金・基盤研究(B)(海

外学術調査) ｢多文化社会における�コミュニティ�活
動とメディア戦略に関する実践的研究｣ (研究代表者

西川麦子, 2015年度～2018年度, 課題番号 15H05173)

の最終年度にもあたり, ４年間の調査研究の成果とネッ

トワークを活かして, 英国, London でのフィールド

ワークと, 米国, Urbana-Champaign においての充実

したメディア実践を継続することができました｡ イリ

ノイ大学では, 異なる専門分野の教職員が協働して教

育活動に取り組んでいることを知り, 刺激を受けまし

た｡ 心より感謝を申し上げます｡

この論文の内容に関わる一部の方々と団体のお名前

を記させていただきます｡ DoMonique Arnold, William

T. Arnold, Kathryn La Barre, Sandra S. Burklund, Yuchia

Chang, Sarah Christensen, Jason Finkelman, Thomas

Garza, David L. Hays, Efadul Huq, 石黒加那, 石黒結

那, Leila Kassir, Tim Liao, Leon Liebenberg, 院南マリ,

Mimi Thi Nguyen, 小牧龍太, 松下弘海, 松川恭子,

Tanya Peixoto, David Plath, Chris Rizo, Misumi Sadler,

Mike Yu-Chuan Shen, Robert Tierney, タテイシナオフ

ミ, �野理花, Jim Wentworth, Ava Wolf, Bookartbook-

shop, 甲南大学 (社会学科, 文学部, フロンティア研

西川 麦子：イリノイ大学における教育活動と Zine 101



究推進機構, 国際交流センター, 教務部), 甲南学園

情報システム室, St. Louis Public Library, University of

Illinois at Urbana-Champaign (Center for East Asian &

Pacific Studies, Center for Innovation in Teaching and

Learning, Department of East Asian Languages and Cul-

tures, Laboratory High School), Urbana-Champaign In-

dependent Media Center (Zine Library, WRFU), Urbana

Free Library.

注

1) アメリカ, イリノイ州, Urbana 市と Champaign 市

には, 両市にまたがって University of Illinois at

Urbana-Champaign (UIUC) がある｡ United States Cen-

sus の2018年７月１日現在の推計によると, Urbana

の人口は42,046人, Champaign は88,029人である｡ ま

た, UIUC website の “Campus Facts” によると, 当大

学は15の Colleges and Instructional Units からなり,

学部生は米国50州から33,673人, 世界78カ国からの留

学生が5,270人 (Fall 2018), 大学院生 (Graduate and

Professional Education) は15,666人 (Fall 2018) であ

る｡

2) Harukana Show は，日米在住の番組スタッフと

WRFUのスタジオとをオンラインでつないだ生放送

のトーク番組である。日本語，あるいはゲストによっ

ては英語で話す。毎週, 金曜日午後６時から７時にラ

ジオ放送とストリーム配信される。2020年１月17日現

在，460回の放送を重ねた。各回，トークの収録・編

集音源に文章と写真を添えた Podcast のページを制作

し, 番組サイトに掲載している｡

3) HS Old Site,「No. 4�1, April22, 2011 アメリカの

Zines とは？｣。Midwest Zine Fest 2011 については，

HS Old Site Blog,「ゆったり Zine な土曜日～Midwest

Zine Fest @ IMC, May1, 2011」にレポートし，HS Old

Site Albums,「Midwest Zine Fest, April 30, 2011｣ に写

真を掲載している。また，第４回 Harukana Show の

Chris Rizo へのインタビューは，番組収録音源ととも

に，HS Blog, ｢Chris さんのインタビュー (April22,

2011) Zine : メインストリームに抗するメディア, Nov.

20, 2016」にも掲載している。

4) 西川 (2017) では,「SNS隆盛の時代に，なぜ，今，

紙媒体の Zine作りに多くの人が関心をもつのか」と

いう問題を，イギリスの London やアメリカのイリノ

イ州でのコミュニティ活動とメディアに関する調査に

もとづき論じた。そこでは，現代の DIY Culture への

志向，作り手の「身体性」を残すモノとしての Zine

の魅力，「顔が見える他者をつなぐ」Zine の機能に

ついて論じている。

5) 甲南大学文学部社会学科では,「『他者とコミュニケー

ションをとる手段』 として多様な情報媒体の重要性を

認識し，また，国内外での社会的実践の方法を教育に

も取り入れ，『伝えて学ぶ』 メディア実践を授業のな

かで行ってきた」(西川 2018：95)。｢デジタル・ストー

リーテリングの手法を用いた映像制作と発表会」｢国

内外の地域メディアにおけるラジオ・動画番組制作と

放送・配信」｢地域を素材とした映像制作と上映会」

などである (松川・�野・西川 2018)｡

6) 筆者は, 2019年１月に渡英し，London のアート系

書店，Bookartbookshop において甲南大学の学生たち

の Zine 作品を展示した。この時にも，文字だけでな

く，グラフィックも用いて総合的に表現する Zine の

メデイアとしての可能性を実感した。西川 (2019：73),

HS Blog, ｢London から Zine レポート(11), Bookart-

bookshopで SKU Fieldwork Projectの Zine作品展示！

Jan. 17&24, 2019｣ 参照。

7) 2011年４月に Harukana Show に出演し，Midwest

Zine Fest について話した Chris Rizo は当時，Kathryn

La Barre のもとで図書館学を学ぶ大学院生だった｡ La

Barre は，Rizo をとおして UCIMCの活動に関心をも

ち，Zine Library の運営を引き継ぐことになった。

2016年には，La Barre が，HSに出演し，UCIMCの

Zine Library の活動に携わった経緯や活動の内容につ

いて紹介している (HS Podcast,「No. 287, Sept. 16,

2016, Zine Collection をライブラリーする with

Kathryn｣)。

8) イリノイ大学の都市問題の授業に提出された Zine

は, ｢紙の裁断が不揃いであっても, ホッチキスの綴

じ方が少々いびつであってもそのままで, 表現したい

イメージを自分で作り上げてゆく工程を残したままの

『はみ出る』 作品が多く, 甲南大学の学生の作品が市

販のノートを使うなどして一定の形に 『納める』 作品

が多いのとは対照的であった｣ (西川 2019：72�73)｡
9) 2019年４月６日 (土) には，大学図書館が主催する

“The 14th C-U Edible Book Festival”が，Urbana の

ダウンタウンにあるショッピングモールで開催された。

地域の人々も参加し，小説などをモチーフにしたケー

キが出品された。｢食べられる本フェス」は，これま

でイリノイ大学図書館内で開催されることが多かっ

たが，今回は，Small Press Fest と同様，大学のアウ

トリーチの活動として地域で行われた。いずれも，

Christensen が担当している。４月８日 (月) には，

イリノイ大学の Ricker Library of Architecture and Art

が所蔵する Art Zine が当館内で展示された。４月９

日 (火) の “Risograph Printing for Zines and Comics”

においては, School of Art + Design の工房で, リソグ

ラフの印刷機を使った Zine 制作のワークショップが

行われた。リソグラフは，日本の理想科学工業が1970

年代から販売している高速デジタル印刷機であるが，

海外ではアーティストの作品や Zine 作りにもよく使

われている。４月10日 (水) の “Comix and Graphic

Novel Collection Showcase” では，Undergraduate Li-

brary において International and Area Studies Library

の特別コレクションである南アジアのコミックなどが

展示された。

10) Harukana Show と Grassroots Media Zine の活動を

合わせて Grassroots Media Project と呼んでいる。

“Grassroots Media Project” website 参照。
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11) ｢石黒結那プロフィール，アーティスト紹介｣,「Pa-

ralym Art」website 参照｡

12) HS Podcast,「No. 288, Sept. 23, Print, Publication Stu-

dio @ London」参照｡

13) Devin Morris は，他のアーティストとともに，

Brown Paper Zine & Small Press Fair を主催し，紙媒

体の Zine だけでなく，写真や動画など異なるメディ

アを用いた表現活動を展開している｡ “3 Dot Zine”

website を参照。

14) Nguyen は, 1991年より, Slander などの Zineを制

作・発行し, Punk Planet のコラムも執筆していた｡

また, Maximumrocknroll (MRR) の活動にも携わって

きた (“Mimi Thi Nguyen”, Department of Gender and

Women’s Studies website)｡ MRRは, 1977年に punk

rock radio show として始まり, 1982年からは並行して

月刊の Zineが発行されるようになった (“HISTORY”,

MRR website)｡ この紙媒体の月刊誌が, MRR#432

(May 2019) をもって終了することになった｡ 2019年

４月の Small Press Fest のパネルディスカッションで

は, Nguyenは, 今後オンラインのみに移行する MRR

への思いを語った｡

15) イリノイ大学を中心として発展した大学街である

Urbana-Champaign においては，毎年，一定の割合の

学生，教職員が転出入する。UCIMCの活動や地域の

住民組織も，関係者が移動しやすい。地域の草の根活

動は盛んであり，いろいろな活動が相互に連携しやす

いが，関係者が転出すると，後の活動へと継承されに

くい側面もある。

16) Small Press Fest は，イリノイ大学の地域連携を目

的とした活動だからこそ，イリノイ大学の図書館をは

じめとした出版, 印刷に携わる学内外の団体, UCIMC

の Zine Library や刑務所に本を送る運動など，異なる

立場の組織，個人を１つのイベントに集めることがで

きた。

17) Mugiko Nishikawa, “Grassroots activities and media

strategy : How to teach alternative media in the class-

room”, VASP Brown Bag, April 25, 2019.

18) DoMonique Arnold は，イリノイ大学附属高校 (Uni

High) のアウトリーチの活動の他に，様々なコミュ

ニティ活動に積極的に関わっている。WRFUの子供

ラジオ番組の制作にも携わっていたことがあり, また

現在もベリーダンスのインストラクターをしている。

こうした地域での活動は，Uni High の図書室の活動

にも活かされている。Arnold は，2019年８月16日の

Harukana Show に出演し，次のように話をしている。

「Uni High の図書室では，生徒たちの要望を聞きな

がら，地域コミュニティともつながり，独自の取り組

みをしています。例えば，“Me to Movement” につい

て，WCAの関係者を高校に招き話をしてもらう，な

どです｣ (HS Podcast,「No. 439, August16, 2019, The

Fantastic Library with Dragons at Uni High, with

DoMonique｣)｡

19) Zine Cluster Meeting をきっかけに，筆者は，2019

年７月18日，イリノイ大学の Art & Design Labs を見

学し，スタッフの William Arnold から，学生たちが

制作した Zine のコレクションを見せてもらった。HS

Blog,「イリノイ大学の授業作り，学び合いのプロセ

スを協働でデザイン，September 9, 2019」に写真を

掲載している。また，2019年８月に Urbana の郊外に

ある地ビールのレストランで開催されたコミック研究

会 (Comics Colloquium) には，イリノイ大学のライブ

ラリアンや地域在住のコミック愛好家が集まった。そ

こには，Zine Cluster Meeting の関係者も複数，参加

していた。

20) 機械科学・工学部において, 学生たちは専門的な知

識と技能を習得するだけでなく, 研究をまとめ発表す

るうえでは, 英語での表現力のスキルアップが欠かせ

ない｡ また, 学生各自の研究プロセスを記録・発信す

るオンライン上のプラットホーム作りのためには, メ

ディアやアート・デザインの専門家とも協議を重ねる｡

教育・学習法には, 教室という空間作りも重要な要素

である｡ 例えば, この研究会が行われた Armory182

教室は, 高さが異なる複数の種類の椅子やテーブルが

あり, 利用者は, それぞれの好みの椅子に座り, 授業

に参加する｡ 利用者の ｢動線｣ までも意識して, 授業

デザインに活かすという発想が筆者にとっては興味深

かった (HS Blog, ｢イリノイ大学の授業作り, 学び合

いのプロセスを協働でデザイン, September9, 2019｣)｡

21) ｢フィールドワーク研究」の授業構成や「ZINE大

会」までのプロセスについては，西川 (2019：66�68)
に詳しく記している。

22) 米国では，St. Louis Public Library (HS Blog, ｢St.

Louisから Zineレポート(1), Oct. 22, 2018｣), New York

Public Library (HS Blog, ｢NY から Zine Report(1),

Dec.2, 2018｣) を訪問した。英国では，Invia (Institute

of International Library) の Stuart Hall Library (HS

Blog, ｢London から Zine レポート(1), Spet. 11, 2015｣),

London College of Communication Library (HS Blog,

｢London から Zine レポート(2), Sept. 16, 2015｣)，

Welcome Collection, Bishopsgate Library (HS Blog,

｢London から Zine レポート(12), Jan. 21, 2019｣) を

訪問した。

23) Leila Kassir は，2009年に，前任校の London Col-

lege of Communication (LCC) の Libraryに Zine Collec-

tion を開設した。Art Zine に限らずあらゆる種類の

Zine を精力的に収集し，2018年現在4000冊以上の

Zine が収納されている (Collingwood and Kassir 2018 :

82)。Kassir はまた，Zine に関心をもつライブラリア

ンの情報交換のネットワーク作りを進めてきた。筆者

は，2015年に Invia の Stuart Hall Library を訪問した

際に，LCC の Zine Collection の閲覧を勧められ，

Kassir を紹介された。LCCのライブラリーを訪問し

Kassir と話し，多数の Zine を手にとったことが，筆

者が英国の Zine Culture に触れるきっかけとなった。

Kassir へのインタビューの内容は，HS Blog, ｢London

から Zine レポート(2) London Collage of Communica-

tion の Zine Collection, Sept. 16, 2015」に掲載してい

る。この時に，Kassir から Zine を扱うアート系の書
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店として，Bookartbookshop を教えてもらった。2019

年に Kassir と再会した時には，彼女からの紹介で，

Welcome Collection (NPO) のライブラリーを訪問し，

Health Zine というジャンルがあることを知った｡ ま

た, Bishopsgate Library (NPO) では，Punk Fanzine

のコレクションを手にとって見ることができた｡ HS

Blog, ｢London から Zineレポート(12)Bishopsgate Li-

brary の Punk Fanzine に圧倒される, Jan. 21, 2019」参

照。

24) 図書館での Zine Collection に関する研究は，米国

が先行していると言われているが (Britton 2018 : 72)，

英国では，Art Libraries Journal (ALJ) Vol. 43, No. 2,

2018において，“Zines and Libraries in the UK: Special

Issue Reviews”と題した特集が組まれた。Zine Collec-

tion に関心をもつ大学や公共図書館のライブラリアン

たちが，Zine の資料としての位置付けや分類，資料

収集の方法，Zine をはじめとした自主出版の図書の

扱いなど，総合的に論じている。

25) 米国の Zine Librarian が参加する “Zine Union Cata-

log” の website からは，米国の複数のライブラリーの

Zine Collection (ABC No Rio, the Barnard Zine Library,

the Carnegie Library of Pittsburgh, Denver Zine Library,

the Queer Zine Archive Project) を検索することがで

きる。

26) 2015年６月14日，カルチュラル・タイフーンで座談

会「En-Zine (Zine の輪)：反時代的対話醸成装置」が

行われた。コーディネーターの小笠原博毅は，後日，

Harukana Show に,「スコットランド，グラスゴーで

の Football Fanzine との出会い」についての原稿を寄

せた｡ そこで, Michell Library という市立図書館の

Football Fanzine Collection を次のように紹介している｡

「ミッチェル図書館という素晴らしい市立図書館があっ

て，そこではかなりマイナーなものまで多くのファン

ジンのバックナンバーが保管してある｣｡ ここで小笠

原は，Football Fanzine を３つに分類している｡「一つ

は，ローカルな歴史を超マニアックなファンが一つ一

つ掘り起こしていく 『歴史探求型』。次にクラブの公

式見解にいつも楯突いて，皮肉と嫌味とユーモアたっ

ぷりの 『オルタナティヴ情報発信型』。最後に，これ

はグラスゴーのサッカー文化にとても特徴的なことで

すが，政治色を前面に出してセクト主義的色彩を憚ら

ない 『政治扇動型』｣｡ HS Podcast, 「No. 225, July1,

2015, En-Zine トーク(4)スコットランド，グラスゴー

でファンジンの世界に出会う with Ogasawara-san」参

照。

27) Cox (2018), “Zines at the New York Public Library”

Website を参照｡

28) HS Blog,「St. Louis から Zine レポート(1) クリエ

イティブに模索する公共図書館，Zine Collection &

Recording Room, Oct. 22, 2018」参照。また，2016年11

月18日の Harukana Show で，当時，Washington 大学

St. Louis 校の図書館に勤務していた小牧龍太は, 米

国の公共図書館のパブリックスペースとしての機能や

利用者のニーズの変化について語っている (西川

2017：62), HS Podcast,「No. 296, Nov. 18, 2016 『今こ

そ Zine, with Chris』」参照。

29) Christensen はこの日，Harukana Show で，彼女が

関わる地域でのイベント情報も紹介してくれた。

CLAW (Champaign Ladies Amateur Wrestling) という

アマチュアの女子プロレスショーである。収益は地域

の様々な活動へ寄付される。Christensen はレスラー

名をもち，衣装を着てショーにも出演している。エン

ターテイメントをとおしてコミュニティとつながると

いう実践は，Christensen が企画する大学図書館のイ

ベントのコンセプトとも共通している。

30) HS Podcast,「No. 434, July 12, 2019, International

Zine Month」参照。2019年国際 Zine 月間中，UCIMC

Zine Library では，イリノイ大学の ｢都市問題｣ の授

業で学生たちが制作した Zine (写真５)，アラスカ在

住のアーティスト Vermicious Knid の Zine や Mini

Zine などが展示された。期間中のライブリー訪問者

には無料で Zine を配布した。７月９日には，IMC

Zine Library とアーカイブのツアーを開催,７月27日

の Urbana’s Downton Get Down という屋外での地域

イベントにおいて，誰でも，気楽に，その場で Zine

作りを楽しむことができるブースを出した。

31) 2019年度後期の ｢フィールドワーク研究｣ では, 受

講生の一人が, 調査記録のレポートに次のように記し

ていた｡ ｢Zineの制作に入るまでは, 自分の関心を自

由な形で書くことができることが, とても魅力的だと

思っていた｡ ところが, いざ, 制作をしようとすると,

一歩も前に進めなくなった｡ Zine作りをとおして,

自由の良さと怖さと, 読者に見てもらうためにまとめ

る経験をすることができた｣｡

32) Liebenberg らのプロジェクトチームは，2019�2020
年度の Strategic Instructional Innovations Program (the

Grainger College of Engineering at the University of Illi-

nois at Urbana-Champaign) からの研究助成を獲得し

た。Liebenberg からは，2019年12月末に,「2019年後

半は多忙となり，残念ながら Zine Cluster Meeting に

は参加できずにいます。現在は，ePortfolio プログラ

ムの共同開発に集中しています。2020年に向けての展

開をまた知らせます」という内容のメールをもらった。

領域横断的な共同研究が，機械科学・工学部内の複数

の科目を関連させた授業デザインや ePortfolioのプラッ

トホーム作りにどのように活かされるのか，楽しみで

ある。

33) David L. Hays, “Associate Head, Landscape Architec-

ture Department”

34) 本論文では，イリノイ大学で行われている取り組み

に焦点を当てたが，Zine Making を取り入れた教育に

関しては，様々な専門分野の視点から多数の論文があ

る (Brouwer and Licona 2016, Creasap 2014, Desylass

& Sinclair 2014, Hoffmann & Stake 1998, Honma 2018,

Yang 2010, など)。こうした先行研究においても，著

者それぞれの社会的実践と学術的研究を組み合わせた

アプローチが多い。

35) 本論文では触れることができなかったが，在外研究
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期間中に筆者は，Zine-Making を取り入れた授業だけ

でなく，イリノイ大学東アジア言語文化学部やイリノ

イ大学附属高校の日本語クラスを見学した。2019年５

月に，Uni High を訪問した際には高校生たちに，日

本の何に興味があるのかを尋ねると,「アニメ」や

「神社」や「北海道」など，いろいろな答えが返って

きた。Harukana Show では，2019年５月から７月に

かけて，イリノイ大学，附属高校，コミュニティカレッ

ジで日本語クラスを担当する教員や日本語を学ぶ学生

をゲストに招き話を聞いた。第二次世界大戦以降の日

米関係と日本語教育の変化や，日本語を学ぶ学生 (米

国への留学生を含む) の日本への関心の一端を知るこ

とができた。日本語を学ぶ学生たちは，幼い頃からア

ニメやゲームをとおして生活のなかで日本のポップカ

ルチャーに触れ，オンラインで自分好みの日本情報を

常時入手し，日本在住の友人とつながりをもつ。日本

を訪問した経験がある学生の割合も多い。HS

Podcast, No. 424�1, No. 425, No. 426, No. 431, No. 432�2,

No. 437, No. 443, 参照｡
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with Tateishi」

・｢No. 151, Feb. 14, 2014,『当たり前のことだから』

・｢No. 166, May 30, 2014, Learning Commons で『会読』,

知的好奇心をキックする with Okabe-san」

・｢No. 169, June 20, 2014, Tateishi 風パンクロックな

『イベント論』」

・｢No. 190, Nov. 14, 2014, ロックにジン, アートの秋を

Tateishi-san と」

・｢No. 194, Dec. 12, 2014,『少しだけ古いモノ』がお洒

落, Tateishi さんにとってもお洒落な写真 Zine」
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・｢No. 195, Dec. 19, 2014,『この本を読んで人生を踏み

外した』with Tateishi」

・｢No. 209, March 27, 2015, レコードショップに Zine

があった頃 with Tom-san」

・｢No. 210, April 3, 2015, レトロな駅舎のレコードショッ

プ “Exile on Main St.”」

・｢No. 212, April 17, 2015, 大手書店に Zine が並ぶ？

with Tateishi-san」

・｢No. 213, April 24, 2015, 『そこから始める, つながる

ZINE』with Tateishi-san」

・｢No. 224, June 26, 2015, En-Zine トーク� Tateishi さ

んの ZINEな生き方」

・｢No. 223, July 3, 2015, En-Zine トーク� 途中を形にし
て共有する with Mugiko」

・｢No. 224, July 10, 2015, En-Zine トーク� もう１つの
生き方, やり方 with Sabu-san」

・｢No. 225, July 17, 2015, En-Zine トーク� スコットラ
ンド, グラスゴーでファンジンの世界に出会う with

Ogasawara-san」

・｢No. 235, Sept. 25, 2015, 秋の Zine Talk � London の

Zine Collection with Mugiko」

・｢No. 236, Oct. 2, 秋の Zine Talk � つながりをつくる
En-Zine 力」

・｢No. 237, Oct. 9, 2015, 読書の秋, ライブラリアンの

ための Zine コレ本 with Ryuta & Mugi」

・｢No. 270, May 20, 2016, GMZ#3物語�『印刷コンシェ
ルジェ』に会いに東京へ, イニュニック訪問」

・｢No. 271, May 27, 2016,『アメリカーナ』, GMZ#3 物

語� Zine の歩き方」

・｢No. 287, Sept. 16, 2016, Zine Collectionをライブラリー

する with Kathryn」

・｢No. 288, Sept. 23, Print, Publication Studio @ London」

・｢No. 289, Sept. 30, 2016, HIPSTER って？いけてない

HIPもいいかも」

・｢No. 296, Nov. 18, 2016, HS リバイバル (No. 4), 今こ

そ Zine, with Chris」

・｢No. 337, Sept. 1, 2017, 夏の UCレポート,『Zines は

時代とともに』with Em-san」

・｢No. 362, Feb. 23, 2018, 7 年前の Mugiko の夢, U-C

のコミュニティラジオ局から日本語放送」

・｢No. 368, April 6, 2018, HARUKANA SHOW 8年め！&

ZINE MAKING AS SOCIAL ACTION」

・｢No. 372, May 4, 2018, ガーデニングの季節, 支え響

きあう『ZINE』Culture」

・｢No. 396, Oct. 19, 2019, 日本の装飾用マステは, アメ

リカでは “Washi Tape”?」

・｢No. 409, Jan. 18, 2019, Manga & Martial Artist Kofi さ

ん（前半）始まりは DRAGON BALL｣

・｢No. 410, Jan. 25, 2019, Manga & Martial Artist Kofi さ

ん（後半）日本の Manga とアメリカのコミックの違

い」

・｢No. 416, March 8, 2019, “Punk Fanzine” に触れて,

Punk を聴いてみる」

・｢No. 421, April 12, 2019, Small Press Fest! イベント情

報」

・｢No. 424�1, May 3, 2019,『Kobe Beef と Takarazuka』

with Yessica-san」

・｢No. 425, May 10, 2019, U-C の季節と日本語教育トー

ク with Mari-san」

・｢No. 426, May 17, 2019, Costa Rica から Maria-san 初

出演, Uni High の生徒さんからのリクエスト曲」

・｢No. 431, June 21, 2019, Erika さん, ７年ぶりに出演,

現在はコミュニティカレッジで教師」

・｢No. 432�2, June 28, 米国で日本のポップカルチャー

の浸透と日本語学習 with Misumi さん」

・｢No. 434, July 12, 2019, International Zine Month! with

Kathryn」

・｢No. 437, August 2, 2019, コミュニケーションツール

としての言語 with Aria & Momoka」

・｢No. 439, August 16, 2019, The Fantastic Library with

Dragons at Uni High, with DoMonique」

・｢No. 440, August 23 2019, Outreach activities of Univer-

sity Library（イリノイ大学図書館のアウトリーチ活動）

with Sarah」

・｢No. 443, Sept. 6, 2019, 絵本と日本語をとおした交流

『野うさぎ文庫』 with Chie-san & Zoe-san｣

Harukana Show Zine & Paper：

http ://harukanashow.org/archives/category/zinereport

・｢Grassroots Media Zine#1(in English): A Media Space

for Cultural Exchange」

・｢Grassroots Media Zine 創刊号！」

・｢Grassroots Media Zine#2 (in English): an Interview

with the late Prof. Stuart Hall」

以上, Harukana Show website 制作：西川麦子（最終更

新2020年２月15日現在）

URL

・Barnard Zine Library : https ://zines.barnard.edu

・Bishopsgate Institute : https ://www.bishopsgate.org.uk

・bookartbookshop : http ://www.bookartbookshop.com

・Center for East Asian & Pacific Studies (CEAPS) :

http ://www.eaps.illinois.edu

・Center for Innovation in Teaching & Learning (CITL)：

https ://citl.illinois.edu/

・Champaign Public Library : https ://champaign.org/

・Champaign Urbana Immigration Forum：

http ://immigration-forum.blogspot.jp

・Chicago Publishers Resource Center (CHIPRC)：

http ://chiprc.org

・Current Research Cluster (the 2019�20 academic year),

IPRH：https ://www.iprh.illinois.edu/fellowships/

researchclusters/current.html

・Grassroots Media Zine :

http ://grassrootsmediazine.org/

・Harukana Show: http ://harukanashow.org/

・Kathryn La Barre :

https ://www.kathrynlabarre.net/home
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・LCC Collections and Archives : http ://www.arts.ac.uk/

study-at-ual/library-services/collections-and-archives/

london-college-of-communication/

・Maximumrocknroll : http ://maximumrocknroll.com/

・Media Rocco : https ://mediarocco.jp/?page_id=20

・Mitchell Library : https ://www.glasgowlife.org.uk/

libraries/venues/the-mitchell-library

・Mimi Thi Nguyen : https ://www.mimithinguyen.com/

・Paralym Art : http ://paralymart.or.jp/association/

・Small Press Fest FB:

https ://www.facebook.com/smallpressfest/

・Stuart Hall Library : http ://www.iniva.org/library

・3 Dot Zine : http ://www.3dotzine.com/home/

・Strategic Instructional Innovations Program (The

Grainger College of Engineering at the University of Illi-

nois at Urbana-Champaign：https ://ae3.engineering.

illinois.edu/files/2019/07/Grainger-Engineering-SIIP-

Projects-2019-20-REVISED-9_3-1.pdf

・TEACHING IN IFLEX INTERACTIVE CLASSROOMS:

https ://citl.illinois.edu/citl-101/instructional-spaces-

technologies/collaborative-classrooms

・The Department of Landscape and Architecture, UIUC:

https ://landarch.illinois.edu/the-department/

・United States Census Bureau :

https://www.census.gov

・University Library, University of Illinois at Urbana

Champaign : https://www.library.illinois.edu

・University of Illinois at Urbana Champaign :

https://illinois.edu/

・University of Illinois Laboratory High School :

https://www.uni.illinois.edu

・Urbana Champaign Independent Media Center :

http://www.ucimc.org

・Urbana Free Library : https://urbanafreelibrary.org/

・WORK Press & Publication :

http://www.workpandp.com/#

・WRFU-LP104.5FM: http://www.wrfu.net

・Zine Libraries, Barnard College :

https://zines.barnard.edu/zine-libraries

・Zine libraries interest group :

http://zinelibraries.info/about/

・Zines at The New York Public Library :

https://www.nypl.org/about/divisions/general-research-

division/periodicals-room/zines

・Zine Union Catalog : https://zinecat.org/index.php

*最終アクセス2020年１月５日
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